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来年も希望に満ち溢れた一年に！こちら
町長室
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栗山町長　佐々木　学

【行事】

令和 6年度社会福祉貢献者表彰式

株式会社シロとの企業の森林づくりに
関する協定締結

鈴木直道知事へ栗山産新米の贈呈・ＰＲ

令和 6年度新規就農者激励会

札幌地下街オーロラタウンの栗
山町物産展で特産品をＰＲ

国土交通省に国道 234 号整備促進要望

　町民の皆さん、こんにちは。
師走を迎え、日増しに寒くなってきま
したが、いかがお過ごしでしょうか。

　10 月 30 日に、ＪＡそらち南主催
の「令和6年度新規就農者激励会」に出
席しました。
　本年度は、栗山・由仁両町で 4 人
の方が新規就農され、またご成婚を機
に、2 人の奥様が就農されました。
　本町の基幹産業である農業ですが、
人口減少の影響を受け、農業経営体も
平成初期の半分以下にまで減少し、担
い手対策が急務となっております。
　そのような中、今回の新規就農者を
はじめ、全国的にも注目されている「そ
らち南さつまいもクラブ」や「高校生
ファーマー中仙道怜さん」など、栗山
農業の未来を背負って立つ若手農業者
が活躍されています。
　町としても、生産基盤整備事業など
必要とされる事業を推進し、農業者皆
さんの営農をしっかりとお支えすると
ともに、地域農業の持続的発展に努め
てまいります。

　11 月 17 日から東京に出張し、全国
の市町村長が参画する各種大会等に出
席したほか、町が抱える諸課題の解決
に向けた陳情要望活動を行いました。
　長年の懸案である「国道 234 号整備
促進」については、3 年前に結成した
地元期成会の皆さんと、国土交通省北
海道局や道内選出の国会議員などに要
望を行いました。
　これまでの要望活動が実り、現在、
国道 234 号沿線上に 6 カ所ある、危
険交差点の改良拡幅工事が、順次進め
られています。
　今後も、地元期成会の皆さんととも
に、積極的な陳情要望活動を展開し、

将来的な 4 車線化を含め、早期の事
業完了を目指してまいります。

　さて、今年も早いもので、残すとこ
ろひと月となりましたが、一年を振り
返りますと、町政においては、本町の
情報発信の拠点となる「エフエムくり
やま」の開局、また地域医療の中核を
担う「栗山赤十字病院」の建替事業や農
業基盤整備事業など各公共事業も、計
画通り進んでいます。
　さらに、ハサンベツ里山はじめ、唯
一無二の栗山ブランドである豊かな自
然環境を、未来永劫、守り続けていく
ための「栗山町ネイチャーポジティブ
宣言」の表明など、新たな施策にも取
り組んだところであります。
　一方、町の行事においても、三大祭
りの一つである「栗山秋まつり」をはじ
め、3 回目の開催となりました「くり
やまハーフマラソン」など、いずれも
盛会に開催することができました。ご
協力いただいた多くの町民の皆さん
に、心から感謝申し上げます。
　3 年半にわたり猛威を振るった新型
コロナウイルスが収まり、町の最上位
計画「第７次総合計画」において目標と
する「みんなが元気なまち」の実現に向
け、安定した一年を送ることができた
と実感しています。

　本年最後の町長コラムとなりました。
来年もまた、心新たに全力で町政を進
めてまいりますので、どうぞよろしく
お願いいたします。
　来たる令和7年が町民皆さんにとっ
て、希望に満ち溢れた一年となります
よう、心からお祈り申し上げ、一年間
のお礼の挨拶といたします。
　少々早いですが、どうぞ良いお年を
お迎えください。

【来客】

【今月の主な動向】※変更の場合もあります。
11 月 6 日㈬～
12 月 23 日㈪ まちづくり懇談会（町内 24 カ所）

12 月 4 日㈬ 栗山町農業再生協議会

12 月 6 日㈮
令和 7 年度商工振興施策要望
栗山地区警察官友の会優良警察官表彰
栗山商工会議所永年勤続者表彰

12 月 10 日㈫～
12 月 13 日㈮ 議会定例会 12 月定例会議

12 月 14 日㈯ 町職員採用試験（面接試験）
12 月 18 日㈬ 栗山町議会議友会総会

12 月 20 日㈮
叙勲者清風会総会
介護人材の確保に関する包括連携協定（砂川市）
新規就農者交流会

12 月 24 日㈫ 歳末特別警戒街頭パトロール

12 月 25 日㈬
年末飲酒運転追放パトロール
第７回政策評価委員会

12 月 28 日㈯ 栗山消防団歳末特別警戒
12 月 30 日㈪ 仕事納め・職員訓示友田多喜雄さんご夫妻を偲ぶ会

株式会社つうけんの白井芳明部長、
株式会社シナジーの北田篤史本部長

ウクライナ支援活動に派
遣される栗山赤十字病院
の鈴木聡子さん

日本料理店「味道広路」の
酒井弘志さん、弘子さん
ご夫妻

空知総合振興局の鈴木
賢一局長

日本共産党栗山町委員
会の皆さん
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Kuriyama town
11 月 15 日届出分まで

戸籍のまど

ご厚意

人のうごき
※10月31日現在、（　）内は前月比です。

人　口　　10,692人　
　男　　  5,007人
    女　   5,685人　
世帯数　　  5,712世帯

（＋4）
（＋10）
（－6）
（＋2）

（敬称略）おめでた
住所 氏名 月日 保護者名

朝日３ 成田　心
しゆう

優 10/24 雄介・望乃

朝日４ 高木　想
そ よ

世 11/7 雅俊・知乃

（敬称略）おくやみ

株式会社トクヤマの　
横田浩社長

町内 24会場でのまちづくり懇談会

泉徳苑・一草庵へ

物　品
カインドネスシオミ薬品（松風 3）

JA そらち南　コポロの会（中央 3）

くりのさとへ
金一封 蔵田信幸さん（共和）

物　品 荻野一彦（北学田）

社会福祉協議会へ

金一封
森　英幸さん（朝日 4）

栗山菊花好友会

物　品 南坂一明さん（北学田）

住所 氏名 年齢 月日 世帯主
中央３ 和佐田ナヲヱ 97 10/14 本人
南角田 笹谷　恵美 65 10/23 賢治
錦 ３ 明杖トク子 92 10/24 本人
角 田 佐藤　夏江 91 10/24 本人
松風３ 桐越榮美子 89 10/26 本人
松風３ 東　　正幸 83 10/31 本人
朝日３ 高畠千代義 76 11/1 本人
桜 山 日置よし子 68 11/2 正敏
朝日４ 稲村　　猛 74 11/5 本人
富 士 宮崎　忠夫 72 11/6 本人
富 士 八木橋勲一 62 11/7 本人
継 立 山﨑　勝江 82 11/7 本人
雨煙別 藤森　駿輔 22 11/8 洋貴
角 田 山本　洋子 82 11/13 榮次
松風２ 畔越　君子 91 11/14 正春
継 立 鵜川　　　 80 11/14 本人


